
医療へつなぐ「3つの箱」 仕分け表（ご意見の書き込みをお願いします） 令和8年8月20日　地域医療連携 意見交換会

むすびは、判断（選別）をしません。見たこと（事実）を記録して、決めた先へ渡すだけです。

箱 現場が見たこと（例） むすびが次にすること それでも変わらないとき 記録

赤

今すぐ

呼びかけに応えない。倒れている。明らかな急変。 ためらわず119番。続けて、事前登録のご家族へ連絡し

ます。

※消防庁も「ためらわず119番を」と広報しています。迷ったら

119です。

ポスト未回収＋応答なし＋玄関が開かない

とき——自分では入らず、110番に臨場を

お願いします。

時刻・見たこと・した事を当

日中に記録

黄

気になる変化

新聞・チラシがたまる。ふらつき。やせてきた。同じ話

の繰り返し。応答はあるが様子がいつもと違う。

先生方が加えるもの:

判断せず記録し、事前に登録した先（ご家族 → かかり

つけの先生・地域包括）へ、まとめて定期的にお伝えし

ます。

お伝えする頻度・伝え方は、先生方と決め

たいところです。

ご意見:

時刻・観察した事実（判断は

書かない）・とった行動

青

ふだん

変わりなし。 記録のみ。月1回の「健康メモ」（A4・1枚）をご本人に

お渡しし、ご本人が受診時に持参します。

先生は、見るのも見ないのも自由です。 月ごと

先生方なら、どんな出来事を、どの箱に入れますか。 夜間・土日祝について

私たちは24時間対応をしません。しないと決めています。

土日祝は事前登録のご家族への連絡を一次とし、医療・包括へ

は平日にお伝えします。

その代わり、平日は必ず動きます。

地域のむすびプロジェクト　※この表は検討用のたたき台です。書き込みいただいた内容をもとに作り直します。 多治見地区中日新聞販売店会／恵那地区中日新聞販売店会



先生方に、お願いしないこと。伺いたいこと。 令和8年8月20日　地域医療連携 意見交換会

お願いしないこと（4つ）

1 見逃しの責任

この基準で見逃しが出たときの責任は、私たち運営側が負います。先生方に負っていただくつもりはあり

ません。お願いしたいのは判断ではなく、私たちが早とちりで先生方にご迷惑をかけないための、線引き

です。

2 夜間・休日の対応

事前登録の確認書は、診療時間外の対応義務・応答義務を生じさせません。この一文は、確認書の本文に

明記します。

3 記録の保管・管理

個人情報と記録の管理責任は、両藤舎（法人）に置きます。先生方に保管をお願いすることはありませ

ん。

4 新しい書類仕事

先生方の手を増やす仕組みにはしません。お渡しした情報を診察の参考にするかどうかも含めて、先生の

自由です。

伺いたいこと（3つ）

1．日々の診療で「これは診察室では分からない」と感じるのは、どんなことですか。

2．「これだけは伝えてほしい」「これは伝えなくてよい」の線は、どこにありますか。

3．表面の「3つの箱」に、直すところ・足りない箱はありますか。

地域のむすびプロジェクト　地域医療連携 意見交換会 多治見地区中日新聞販売店会／恵那地区中日新聞販売店会


